


ニック・ニュース読者モニター募集

グローバル人材育成セミナー
「国際協力分野で働こう！～地球を視野に～」

　国連機関・JICA・外務省などの関係者とゲストを迎え、将来グローバルな視野で
自分のキャリアプランを描くヒントとなるセミナーと個別ガイダンスを行います。
●日時：9月2日（土） 13:00～16:30
●場所：名古屋国際センター 別棟ホール
●対象：中学生以上　　●参加費：無料　　●定員：200名
●申込：8月11日（金・祝） 10:00より、メール、電話、ウェブサイト、来館にて受付。
　       定員に達し次第終了。電話と来館の受付は9:00～17:00（8/11は10:00～）。
申込・問 交流協力課　☎052-581-5691　✉koryu@nic-nagoya.or.jp

URL http://www.nic-nagoya.or.jp/

名古屋・メキシコ姉妹都市提携40周年記念事業
「アートから読み解くメキシコという国」

　名古屋市美術館の学芸員とNIC地球市民教室のメキシコ人講師を迎え、アー
トをテーマに文化や人々の考えについて知り、メキシコの魅力に迫るセミナー
を開催します。
●日時：9月9日（土） 14:00～16:00
●場所：名古屋国際センター 5階 第1会議室
●対象：中学生以上　　●参加費：無料　　●定員：50名
●申込：8月12日（土） 10:00より、メール、電話、ウェブサイトおよび来館にて受

付。定員に達し次第終了。電話と来館の受付は9:00～17:00（ 8/12は
10:00～）。

申込・問 交流協力課　☎052-581-5691　✉koryu@nic-nagoya.or.jp
URL http://www.nic-nagoya.or.jp/

日本語ボランティア研修 2017
～開かれた地域社会をめざして～

第5回　お話を聞く会「自己表現とライフプラン」
講師：各務眞弓氏（NPO法人可児市国際交流協会事務局長）
　外国にルーツを持つ子どもたちを描いたドキュメンタリー映画「 Journey  
to be Continued（続きゆく旅）」を紹介し、制作過程やその中で見えてきたこ
とを共有します。
●日時：9月9日（土） 13:30～15:00
●場所：名古屋国際センター 3階 第2研修室
●参加費：500円（TNN会員は無料）　●定員：先着50名（予約不要）
問 交流協力課　☎052-581-5689　✉vol@nic-nagoya.or.jp

地球の課題にみんなで取り組む グローバルユース塾【入門編】
～SDGsって何？ 知ってみんなで取り組もう！～

　グローバル人材を目指す若者のための研修会を開催します。入門編では、持続
可能な開発目標（SDGs）への理解を深めるためのゲームや、グローバルに活躍
している社会人から話を聞くロールモデルカフェなど、参加者同士の交流を通
して自らできることを考えます。
●日時：9月24日（日）10:00～17:30
●場所：名古屋国際センター 5階 第1会議室 
●対象：グローバル人材を目指す若者（15歳～35歳の方）
●定員：先着60名　　●参加料：無料
●申込方法：8月24日（木）10:00より、メール、電話、ウェブサイトおよび来館にて受

付。定員に達し次第終了。電話、来館の受付は9:00～17:00（ 8/24は
10:00～）。

申込・問 交流協力課　☎052-581-5691　✉koryu@nic-nagoya.or.jp
URL http://www.nic-nagoya.or.jp/

これから海外留学を考える方へ　体験談・奨学金情報説明会
　海外留学奨学金制度の説明と、留学経験者による座談会を行います。職員や経
験者に質問もできます。独立行政法人日本学生支援機構（JASSO）との共催。
●日時：10月21日（土） 14:00～16:30
●場所：名古屋国際センター 5階 第1会議室
●対象：海外留学に関心のある方　　●参加費：無料　　●定員：先着80名
●申込：日本学生支援機構ウェブサイト専用フォームにて受付

URL http://ryugaku.jasso.go.jp/
問 広報情報課　☎052-581-0100

BOSAI EXPO 2017
　災害時に外国人が抱える問題について、外国人が支援者として活躍した「熊本
地震」での経験を聞き、多文化防災について考えます。講演と防災関連ブースエ
リアがあります。英語、中国語、ポルトガル語、スペイン語の通訳がつく予定で
す。多文化防災ネットワーク愛知・名古屋主催、名古屋国際センター共催。
●日時：8月20日（日） 13:30～16:30
●場所：名古屋国際センター 5階 第3～5会議室
●講演：「熊本地震と外国人－熊本地震から1年 みえてきたコミュニティの課題－」

講師：八木浩光氏（熊本市国際交流振興事業団）
●参加費：講演参加費は資料代として500円、ブースエリアは無料
●予約：不要（講演は先着60名）
問 多文化防災ネットワーク愛知・名古屋
 　☎070-5642-1618　✉saigainet.aichi.nagoya@gmail.com

「世界のいただきます」をつくってみよう！
　メキシコ人スタッフと一緒にメキシコの料理を作りながら、文化や暮らしに
ついて日本語で話を聞きます。
●日時：8月26日（土） 14:00～16:00
●場所：名古屋国際センター 3階 第1研修室
●対象：小学生と保護者　　●参加費：1人500円　　●定員：先着15組
●申込：8月12日（土）10:00より、電話で受付。定員に達し次第締切。
申込・問 広報情報課　☎052-581-0100　✉info@nic-nagoya.or.jp

みなと国際交流のつどい
　港区の九番団地で、国籍も年齢も関係なく楽しめるお祭り「みなと国際交流の
つどい」を開催します。屋台やおばけやしき、防災や防犯、ゴミの分別について学
べるコーナー、盆踊りなど、楽しいイベントを通して、住民どうしの顔の見える
関係づくりをめざします。
●日時：8月26日（土） 16:00～19:30
●場所：九番団地1号棟前広場及び集会所（港区九番町1丁目1-1、地下鉄名港線「東

海通」4番出口から北へ徒歩5分）
●参加費：無料　　●予約：不要
問 交流協力課　☎052-581-5689　✉vol@nic-nagoya.or.jp

外国語で楽しむ絵本の会
　外国人ボランティアによる外国語の絵本の読み聞かせを行います。外国の絵
本ならではのイラストや色使いを見るだけでも楽しめます。
●日時：8月27日（日） 14:00～14:30（英語ほか）
          9月  2日（土） 14:00～14:30（英語ほか）※
          9月10日（日） 14:00～14:30（英語）
          9月24日（日） 14:00～14:30（英語・ポルトガル語）
●場所：名古屋国際センター 3階 ライブラリー

※9月2日は中村図書館（中村区中村町字茶ノ木25）で行います。
●参加費：無料　　●予約：不要
問 広報情報課　☎052-581-0100　✉info@nic-nagoya.or.jp

英語圏留学フェア 2017
　英語圏の国々が一堂に集まる留学フェアを開催します。
　アメリカ、イギリス、カナダ、オーストラリア、ニュージーランド各国政府機関

外国人児童・生徒サポーター養成研修【実践編】
　増加する外国人児童生徒の現状や課題を整理するとともに、今回は「発達・学
習障害」「思春期の子ども」についての知識を深め、よりよい支援について考えま
す。
●日時：10月28日（土）、11月25日（土）、12月23日（土・祝）
          10:30～16:00（時間は予定）
●場所：名古屋国際センター 5階 第1会議室
●対象：外国人児童・生徒の教育に携わる方
●参加費：2,000円（3回通し）　　●定員：40名
●申込：9月12日（火）10:00～10月13日（金）17:00、メール、電話、ウェブサイトお

よび来館にて受付。定員を超えた場合は抽選（初めて受講する方、全3回参
加できる方を優先）。電話、来館の受付は17:00まで。

申込・問 交流協力課　☎052-581-5689  ✉seminar-vol@nic-nagoya.or.jp

「NIC 地球市民教室」外国人講師募集
　小中学校や地域の団体に出向き、様々なテーマに沿って母国を紹介する国際
理解の教室で活躍していただく外国人講師を募集します。講師料は支払われま
す。詳しくは募集要項をご確認ください。
●主な条件：①日本語で講演ができること。（書類選考があります。）

②事前の面接と研修（9月23日（土・祝） 面接：13:00～、研修：14:00
～16:00実施）に参加できること。

●申込方法：所定の申込書を郵送または持参
●申込締切：9月16日（土） 17:00必着
●募集要項・申込書の入手方法：電話またはメールでお問合せください。NICの

ウェブサイトからダウンロードもできます。
申込・問 交流協力課　NIC地球市民講師募集係
          ☎052-581-5691　✉koryu@nic-nagoya.or.jp

なごや市民総ぐるみ防災訓練
　名東区で行われる総合防災訓練に被災者役として参加してくださる外国人住
民を募集します。主にNIC災害語学ボランティアによる外国語での聞き取り調
査への協力（あなたの母語での聞き取り）、情報伝達のシミュレーションを行い
ます。また、関係機関の訓練への参加やブース見学を行う予定です。
●日時：9月3日（日） 8:40～11:30
●場所：豊が丘小学校（名東区豊が丘1501）
●対象：名古屋市在住の外国人　　●参加費：無料
●申込方法：8月27日（日）17:00までにメール、電話またはウェブサイトにて受付。

電話の受付は9:00～17:00。
申込・問 交流協力課　☎052-581-5689 ✉vol@nic-nagoya.or.jp

NIC 日本語教室
●期間：9月17日（日）～11月26日（日）の毎週日曜日（全11回）

①NIC日本語の会
●対象：日本語を母語としない方
●時間：10:30～11:30、12:00～13:30、14:00～15:30
●定員：各コース15名～20名（定員を超えた場合は抽選）
●受講料：2,500円（11回分。別にテキスト代500円～1,000円）
●場所：名古屋国際センター
●申込方法：9月10日（日）11:00～11:30  名古屋国際センター5階 第1会議室で受

付後、順次面接。受講料の支払いは12:15から。

②NIC子ども日本語教室
●対象：日本語の学習支援を必要とする日本語を母語としない6歳から15歳までの

子ども （2002年4月2日～2011年4月1日に生まれた子ども）
●時間：10:00～11:30
●定員：60名（定員を超えた場合は選考）
●受講料：1,000円（全11回）
●場所：名古屋国際センター3階　第1・2研修室
●申込方法：9月10日（日） 9:45～10:15　名古屋国際センター3階 第２研修室で

受付後、順次面接（保護者または引率の方の同席が必要） 
問 交流協力課　☎052-581-5689　✉vol@nic-nagoya.or.jp

の他、アメリカの高等教育機関約40団体の代表者が来場。留学希望者と面談を
行うほか、米国務省が支援するEducationUSAアドバイザーによるレクチャー
と個人面談、TOEFL iBT®等英語テスト実施団体、独立行政法人日本学生支援
機構、（公財）AFS日本協会によるレクチャーなども行います。英語圏への留学、
学校、英語の試験、奨学金などの情報が一度に得られます。在名古屋米国領事館
との共催。
●日時：9月16日（土） 13:00～16:00
●場所：名古屋国際センター 別棟ホール、5階 第1会議室
●参加費：無料　　●予約：不要
問 広報情報課　☎052-581-0100　✉info@nic-nagoya.or.jp

グローバルに活躍する若者を応援！
NIC Global Youth Award 2017 応募団体募集

　名古屋を中心に国際交流・国際協力・多文化共生分野で活動している若者の団
体やグループを表彰するにあたり、応募団体を募集します。受賞者には、賞金等
団体の活動をサポートする副賞を贈呈します。詳しくは、名古屋国際センター
ウェブサイトに掲載している「募集要項」をご確認ください。
　なお、応募を希望される方は、下記の日程で説明会を実施しますのでご参加く
ださい。募集要項に沿って内容を説明します。（内容は両日とも同じ、所要時間は
1時間程度）
①9月15日（金） 19:00～　名古屋国際センター 4階 第3研修室
②9月16日（土） 10:30～　名古屋国際センター 4階 第3研修室
●応募方法：9月1日（金）～10月24日（火）、メール、郵送または来館にて受付。来館

の場合は9:00～17:00まで。
送付先：〒450-0001
　名古屋市中村区那古野1-47-1　名古屋国際センタービル4階

　　　　　　　（公財）名古屋国際センター　交流協力課
　　　　　　　✉koryu@nic-nagoya.or.jp
●プレゼンテーション審査は平成30年2月18日（日）を予定。
問 交流協力課　☎052-581-5691　✉koryu@nic-nagoya.or.jp

　本誌の読者モニターを募集します。皆さまのご応募をお待ちしておりま
す。
●活動期間：平成29年10月1日から平成30年9月30日までの1年間
●活動内容：「ニック・ニュース」（平成29年10・11月号から平成30年8・9

月号まで1年間、隔月発行）及び「子どもニック・ニュース」（冬
号・夏号の2回発行）のアンケート回答と読者モニター交流会

（年2回程度）への出席。1年間活動いただいた方には、活動終
了時に3,000円分の図書カードを進呈します。

●募集人数：10名程度（応募者多数の場合は選考）
●応募方法：氏名、住所、電話番号、職業、年齢、性別、ニック・ニュース8・9月

号（今号）の感想文（200字程度）を添えて、郵便、FAXまたは
メールでご応募ください。

●応募期間：8月1日（火）～9月10日（日）（必着）
申込・問 広報情報課　ニック・ニュース係
　　 　☎052-581-0100　FAX：052-571-4673
　　　✉news@nic-nagoya.or.jp
　　　 〒450-0001　名古屋市中村区那古野1-47-1
          　名古屋国際センター3階

● 講演・セミナーなど ●

● イベントなど ●

名古屋国際センターサポーター募集中！
　NICの活動を支援していただくために、サポーター（賛助会員）を募集しています。
　みなさまのご協力をお待ちしています。

※会員期間：学生・個人（平成30年3月迄）、団体（入会月から1年間）

団体賛助会員　5月・6月更新団体

年会費   学生1,500円　個人5,000円　団体50,000円

●サポーター（賛助会員）になると…
●NIC主催の講演会や交流会へのご優待をいたします。
●隔月刊広報誌「ニック・ニュース」をお送りします。
●月刊外国語情報誌「ナゴヤ・カレンダー」（希望者のみ）をお送りします。
●入会記念品
●来館にてお申込みいただいた方には、世界寺子屋運動フェアトレード製品の「ペンケース」または
「カードケース」を差し上げます。
問 総務課　☎052-581-5674

サカエチカマチ㈱、㈲しら河、瀬戸市役所 交流学び課、中部電力㈱、名古屋市信用保証協会、
名古屋を明るくする会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　（50 音順）

● 外国人を対象とした事業 ●

名古屋市在住外国人人口（国・地域別）
上位８か国（平成29年6月1日現在）

国・地域 人　数

１位 中 国 22,193

２位 韓国・ 朝鮮 17,061

３位 フィリピン 8,658

４位 ベ ト ナ ム 6,358

５位 ネ パ ー ル 4,420

６位 ブ ラ ジ ル 3,977

７位 ア メ リ カ 1,763

８位 台 湾 1,041

名古屋市在住外国人総人口 75,498

名古屋市総人口 2,311,553

8月13日（日）はビル整備点検のため休館します。月曜休館（貸し施設を除く）

活動終了時に
3,000円分の
図書カードを
進呈します。

日時、内容などを変更する場合がありますので、予約不要のイベントでも、念のため事前にお問い合わせください。

1 2017/8・9ニックニュース 22017/8・9ニックニュース



今回は、国際交流のためにぜひご活用いただきたいNIC
の施設についてご紹介します。

NICでは、ホール、会議室、研修室、和室、展示室の
計14の施設の貸出しを行っており、国際交流行事のほか、
企業説明会や仲間内の勉強会、サークル活動など、様々な
用途にご利用いただけます。特に、国際交流に関するご利
用には、一般料金より安くお使いいただけます。

愛知県ハンガリー友好協会は、会議室や研修室にて毎月、
ハンガリー語とハンガリー刺繍の講座を実施。毎年6月に
は別棟ホールにてフェスティバルを開催しています。

また、貸し施設のほかに、国際交流団体のための交流
室を設けており、事前に登録をしていただくと無料で、
団体内の会議等に利用することができます（1 回 2 時間、
月 3 回まで）。

中部フィリピン友好協会は、この交流室を活用して定期
的に会議を実施しており、主に毎年 5 月に別棟ホールで
開催するフェスティバルの企画・準備・反省会等を行って
います。

NIC はこのような活動の場の提供を通して、地域の国
際化推進に取り組む団体や個人の活動を支援しています。
国際交流行事の開催をお考えの際は、ぜひ名古屋国際セン
ターをご活用ください。

問 総務課　貸し施設担当　☎ 052-581-5679
　（予約受付時間：月～日曜日 9:00 ～ 17:30）

国際留学生会館（以下「ISC」）では、春期（５月・６月）、
秋期（10月・11月）、冬期（２月・３月）の年３回、在館留
学生による外国語講座を開催し、留学生と市民との交流を
図っています。

今回は、2016年度から英語の講師を務めているマカロ
ムさんにお話を伺いました。

＊　　＊　　＊
私は2015年にISCに入居し、様々な文化的な背景を持

つ多くの友人と出会い、彼らからも他国の文化や人々につ
いて学びました。一人ひとりが異なる文化や背景をもつこ
とを認識し、共生することはとても大事ですが、問題や課
題に直面することもあります。ISCはそれらの問題解決に
役立っていると感じます。

例年ISCが実施している「留学生による外国語講座」で
2016年５月から講師を務めており、多くの日本人が私の
英語を分かりやすいと言ってくれます。恐らくジャマイカ
の英語が他の英語圏よりスピードが遅く、発音もはっきり
しているからではないでしょうか。 

この講座を通じて多くの日本人と出会い、彼らが英語と

私の母国について理解を深めてくれて
いることをとても嬉しく思っています。
時には授業終了後も、参加者とふれあ
いの時間を持ち、友情を育んでいます。私にとっても日本
語と日本の文化を学ぶ絶好の機会です。

今後は大学院で博士号を取得し、世界中の貧しい人々、
特に開発途上国の人々の生活の向上を目指して、更なる改
善策を開発していきたいと思います。将来は、国際機関や
NGOで開発実務者として働き、開発途上国を始め世界の
発展に貢献したいと思います。

▲参加者一人ひとりに話しかけるマカロムさん（写真中央）。授業はすべて英語で行われます。

下記団体より、NICが事務局を務める“世界寺子屋運動”名古屋
実行委員会へ、書き損じはがきのご寄付をいただきました。ご協力
いただきました皆さまに御礼申し上げます。ありがとうございました。

「１／４」
最近、友人と出かけたレストランで、料理

の注文をやり直すという出来事がありました。
旧知の仲で、宗教的に食べられない物がある
ことをすっかり忘れていたのです。どこにい
ても、異なる宗教、異なる規律の中で生活す
る者同士が共生することが当たり前の時代に
なりました。「となりのイスラム」は、世界人
口のおよそ１／４を占めるイスラム教徒とそ
の宗教について、生活者の立場に立って分か
りやすく書かれた本です。� 　各国紹介コーナー

国際交流活動はぜひN ICで！

▲ハンガリー語入門講座の様子（16席・第5会議室）

愛知商業高校ユネスコクラブ活動紹介
「フェアトレードは身近なところから」

今年３月の“NIC Global Youth Award※”で、この地域
に根ざした国際協力の活動が評価され、グランプリを受賞し
た愛知商業高校ユネスコクラブを取材しました。彼女たちは
どのような活動をしているのでしょうか。

＊　　＊　　＊
私たちの活動について

私たちは、校舎の屋上で飼育
しているミツバチの蜂蜜とガー
ナ産フェアトレードカカオで
作ったアイスクリームの販売
や、「環境」・「貧困」問題につ
いて考えるイベントやワーク
ショップを行っています。

身近に感じてもらうために
「環境問題や貧困問題、フェアトレードをどうしたら身近

なこととして捉えてもらえるのか」ということを意識して活
動しています。5月には名古屋市科学館と連携して、小中学
生を対象にフェアトレードについて考えてもらうイベントを
行いました。実物大のカカオの実の模型を見せたり、児童労
働の大変さを感じてもらうために水の入ったペットボトルを
実際に持ち上げてもらうなど、多くの体験を取り入れるよう
工夫しました。身近に感じてもらうためには、フェアトレー

ドという言葉を押しつけず、楽しく伝えることや、フェアト
レード商品を「きれい、かわいい、美しい」と感じてもらい、
実際に手に取ってもらうことが大切だと思います。

活動を通して感じた自分自身の変化
入部するまでは、自分が行

動しても何も変わらないので
はないかと思っていました。
しかし活動を通して、フェア
トレード商品を買うなど、小
さなことでも世界とつながる
ことができることに気づきま
した。他人事を自分事として
捉えることができるようになるなど、自身が成長できたと感
じています。

＊　　＊　　＊
グランプリの副賞は、12月に同クラブとNICの共催で行

う、名古屋や全国で同じ取り組みをしている高校生を集めた
討論会や活動発表会のために活用する予定とのことです。ま
すます飛躍しそうな彼女たちの今後の活動が楽しみです。

※「国際交流・国際協力・多文化共生」などの分野で活躍している若者の団
体を表彰し、活動をサポートしていくNICのプロジェクト。

▲ミツバチの内検作業
▲メンバーの皆さん

国際留学生会館とは… NICが2001年から管理・運営している、名古屋市港区にある留学生専用の宿泊施設。居室90室のほか、研修室や和室、体育室
などを備え、100名の留学生が生活できる。日本文化理解講座の開催や各種相談・情報提供、地域住民との交流などを行っている。

特に目的があるわけではないけど、ぶらっと来てみたら、
気になることに出合える場所。
このコーナーでは毎回NICライブラリーのご紹介をします。

このコーナーでは、NICの事業やボランティアさんの活動などをご紹介します。
みなさんの知らなかったNICのあれこれを見つけてみてください。

A インドネシア

Q イスラム
教徒が一番多
い国は？

ク イ ズ

▲日本郵便株式会社
　名古屋市南部地区連絡会
　名古屋市北部地区連絡会
　名古屋市中部地区連絡会
　39,000枚（約183万円相当）

▲日本労働組合総連合会
　愛知県連合会（連合愛知）
　17,329枚（約81万円相当）

世界寺子屋運動　　　　　　　
KARIYA実行委員会

▲

　　事務局：刈谷市社会福祉協議会　
12,532枚（約57万円相当）　

書き損じたり、汚れたり、余ってしまったはがき（ポストに投函して
いない通常はがき、年賀状）を集め、途上国の識字教育を支援してい
ます。例えばカンボジアでは、書き損じはがき11枚で1人が1か月間、
学校に通える資金になります。詳しくはこちらをご覧下さい。

書き損じはがきキャンペーンとは

第5会議室
（16席）

9:00～12:00
または

18:00～21:00
13:00～17:00

9:00～17:00
または

13:00～21:00
9:00～21:00

一般料金 4,300 5,600 9,000 11,100
国際料金 3,500 4,600 7,300 9,200

▲フェスティバルに向けた準備の様子

以前は集まる場所がありました
が、今はないためNICの交流室
を利用しています。準備万端で
迎えたフェスティバルは大盛況
に終わりました。

（代表　滝リンダさん）

料金が安いこと以上に、国際交
流の拠点であるNICで活動を行
うことに意義があると考えてお
り、利用しています。アクセス
もよく、集まりやすいです。

（事務局長　志村美佐子さん）

▼国際料金の一例

名古屋大学大学院国際開発研究科博士課程後期課程国際協力専攻2年生
マカロム デレス ガールフィールド（ジャマイカ出身）

国際留学生会館主催「留学生による
外国語講座」と地域住民との交流

こんにちは

書き損じはがきを
ご寄付いただきました

We always enjoy !

いつも楽しもう！
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についている児童生徒が、隔週１回通う教室で、現在市
内16校に設置されています。この教室では主に学習言
語としての日本語を学びます。例えば英語を母語とす
る生徒であっても、日本語の問題文が分からなければ
英語のテストで悪い点をとってしまいます。授業や問
題文などで使われる日本語は日常会話ではあまり使わ
れないことも多いため、学習言語を習得しないと、授業
の進行についていけませんし、テストで正しい学力を
判定することもできません。
　上記２教室とは別に、日本語教育適応学級担当教員、
日本語指導講師、母語学習協力員が配置される学校も
あります。特に母語学習協力員はフィリピノ語、中国語
またはポルトガル語を母語として日本語も堪能な外国
人が中心となって活躍しており、配置校や巡回指導校
における通訳・翻訳の役割だけでなく、児童生徒の学校
生活や学習
をサポート
したり、学
校と保護者
をつなぐ役
割も担う存
在です。

●これからの取り組み
　今後の日本語教育関連の制度整備について、名古屋
市教育委員会は、まずは母語学習協力員を増員し、配置
校を増やすとともに、巡回指導にも力を入れていき、現
在の「集中化」と「散在化」に対応していく方針である
ということです。一方で、外国につながる子どもの背
景は多様化しており、現在母語学習協力員の整備をし
ている3言語以外を母語とする子どもも増加していま

す。名古屋市の日本語教育相談センターでは、主要6言
語（フィリピノ語、中国語、ポルトガル語、英語、ハング
ル、スペイン語）の通訳・翻訳派遣を整備しています。し
かし、その他の言語を母語とする児童生徒も多く、その
言語の種類は約30にも上ります。全ての母語に翻訳・
通訳対応をすることは現実的ではないかもしれません
が、多種多様なルーツを持つ子どもたちが学校教育の
現場に増えていくことは今後も想定されます。教育を
受ける権利は誰にも等しくあるものです。学校に通う
ことそのものが苦痛となり教育の機会を失ってしまわ
ないよう、多様な言語・文化背景を持つ子どもや保護者
を受け入れる土壌や雰囲気づくりも、教育の現場に求
められています。

●学校教育の枠外の問題
　外国につながる子どもをめぐる課題の中には、日本
の学校教育の枠に収まらないケースも存在します。
　一つは、日本の義務教育への編入が難しい「過年齢」
の問題です。日本では年齢（学齢）を基準に義務教育の
就学が認められています。来日時に日本の中学校の学
齢を超えていて、母国等で中学校（に相当する学校）を
卒業していない場合、この過年齢の壁にぶつかること
があります。
　この地域の場合、公益財団法人 愛知県教育・スポー
ツ振興財団が運営する「中学夜間学級」に2年間通い、
中学卒業資格を得ることも一つの方法です。しかし、入
学するには授業についていけるだけの日本語能力が身
についていることが前提となります。
　また「不就学」の問題もあります。一度日本の学校に
通ったものの、馴染むことができずドロップアウトし
てしまったケースや、保護者が学校に通わせていない
ケースなどです。不就学によって教育を受ける機会を
失っている子どもたちも多く存在するとされています
が、外国人にはその保護する子どもを就学させる義務
がなく、また、
居住地の移動
も 頻 繁 に 起
きるため、彼
らの実態把握
は非常に困難
なのが現状で
す。

　外国につながる子どもの教育は、日本語の習得だけ
でなく、その子の置かれた状況を踏まえて、将来必要と
なる情報を収集することが重要です。そして何より大
事なのは、本人が夢を持って前向きに取り組めるよう
な居場所を社会の中に作っていくことではないでしょ
うか。

外国につながる子どもの教育外国につながる子どもの教育

　「外国につながる子ども」とは、「外国籍の子ども」を意味するだけでなく、日本国籍であっても生まれ
育ちが外国である、血縁に外国ルーツがあるなど、出自や成長段階で外国との関わりを持つ子どもたち
を幅広く意味します。近年増加している「外国につながる子ども」が日本で学び、育っていくためにどん
な課題や必要とされる支援があるのでしょうか。

●外国につながる子どもと「日本語指導」
　外国につながる子どもの教育について、学校におい
ては、学習や学校生活に必要な日本語能力を持たない

「日本語指導が必要な児童生徒」への対応が課題とされ
ています。日本国籍・外国籍に関わらず、長く外国で母
語による生活をしてきた子どもが、親の仕事や婚姻な
ど様々な事情により来日し、日本語がほぼ分からない
まま学校に通うケースが近年特に増加しています。
　文部科学省の調査によると、日本語指導が必要な児
童生徒（日本国籍と外国籍）は、平成28年５月１日の時
点で全国の公立
小中学校に約4
万人おり※1、そ
のうち愛知県に
は約９千人とい
う、突出して多
い人数が在籍し
ています。

●名古屋市の状況
　名古屋市立の小中学校に在籍する日本語指導が必要
な児童生徒も年々増加しており、今年度は2,000人を
超える状況です。母語別では、フィリピノ語と中国語を
母語とする児童生徒が半数以上を占めており、５年間
の推移を見ても、この２つの母語グループが特に増加

していることが分かります。
　名古屋市教育委員会によると、以前は外国人が多く
住む地域（集住地域）の学校に、日本語指導が必要な児
童生徒が多く在籍するという「一極集中」が主な状況で
した。現在も「集中化」は続いていますが、同時に、他の
地域の学校にも散在するようになってきているそうで
す。日本語指導が必要な児童生徒が１名以上在籍する
学校の割合は、平成21年度は46％であったのに対し、
平成28年度では60%となっていることからも、「散在
化」が進んでいることが分かります。これは名古屋市の
在住外国人が増加したとともに、在住形態の多様化が
進んでいることも要因と考えられます。

●名古屋市の取り組み
　名古屋市教育委員会では平成23年度から「初期日本
語集中教室」と「日本語通級指導教室」を設置して、日本
語指導が必要な児童生徒の受入れを実施してきました。
　「初期日本語集中教室」は、日本語が全くできない児
童生徒が平日午前中に通い、短期間で日常生活に必要
な日本語の習得を目指す教室です。現在市内２校に設
置されていますが、時期によっては各校15人の定員が
一杯となり、待機者が出ることもあります。
　「日本語通級指導教室」は、基本的な日本語能力は身

 

8,976 

4,493 

3,369 

2,708 

2,576 

愛知県

神奈川県

東京都

静岡県

大阪府
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文部科学省「『日本語指導が必要な児童生徒の受入状況等に関する
調査(平成28年度)』の結果について」より作成
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日本語指導が必要な児童生徒

（名古屋市立小中学校）
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名古屋市調査結果より作成（データ提供：名古屋市教育委員会）

▲NIC子ども日本語教室

初期日本語集中教室

日本語通級指導教室

在籍校

日本語指導が
必要な児童生徒

 

 

 日本語教育相談センター

翻訳・通訳派遣 
（フィ・中・ポル・スペ・ハン）

●日本語教育適応学級担当教員の配置

●日本語指導講師の配置

●母語学習協力員の配置（フィ・中・ポルの母語が多い在籍校）・
　巡回指導（少人数在籍校）

 

 

相談・アドバイス

依頼・対応

 

配置・巡回
 

 

 

通級  

通級  

名古屋市の日本語教育関連支援施策の一部

※１　 「『日本語指導が必要な児童生徒の受入状況等に関する調査（平成28年度）』の結果について」公立小学校、中学校、高等学校、義務教育
学校、中等教育学校及び特別支援学校における日本語指導が必要な児童生徒の受入状況などについての調査。

　　　http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/29/06/1386753.htm　（2017年6月28日最終閲覧）

▲初期日本語集中教室

▲中学夜間学級の社会の授業
問 （公財）愛知県教育・スポーツ振興財団 中学夜間学級担当
　　☎052-242-1588
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「もし自分が知らない国に急に行ったらどうなる？「もし自分が知らない国に急に行ったらどうなる？
子どもの状況を想像し、何ができるかを考えていま子どもの状況を想像し、何ができるかを考えていま
す」す」
山田　花尾里　氏山田　花尾里　氏

（名古屋市教育委員会初期日本語集中教室　指導員）（名古屋市教育委員会初期日本語集中教室　指導員）
　山田さんは初期日本語集中教室（P5～6参照）の指導員を
長年務めています。教室に通う子どもたちは、出身国・母語・
年齢・学習習慣など様々な背景を持っており、日本語がほぼ
分からない状態です。しかし、工夫をして教えていくと「わ
かった！」「できた！」と目を輝かせ、学ぶ楽しさを見つける
瞬間が訪れます。子どもたちのそんな変化に立ち会った時
に、支援の醍醐味を感じるそうです。
　ルールや生活習慣など学校生活への適応指導において
も、子どもの母国の文化を否定するのではなく、日本の方法
を伝えて、使い分けることを教えているということでした。

「外国人として、子どもたちに楽しく「外国人として、子どもたちに楽しく
日本で暮らしてほしいです」日本で暮らしてほしいです」

彭彭
ぽんぽん

　　君君
くんくん

　氏　氏（名古屋市教育委員会　母語学習協力員）（名古屋市教育委員会　母語学習協力員）
　彭さんは中国語の母語学習協力員（ P5～6参照）として、
子どもたちに寄り添ってきました。日本語が分からないた
めに孤独を感じて、学校で泣きだしてしまう子もいるそう
です。また、進路についての相談も多く、保護者が母国と日
本の入試制度の違いを理解していなかったり、保護者と子
どもの希望する進路先が異なる場合などは、子どもが適切
な進路を選択することができるよう、時間をかけて話し合
うということでした。
　翻訳・通訳においては直訳だけでなく「なぜ必要なのか」
という理由を説明すると、保護者や子どもに文化の違いを
理解してもらいやすいと、母語学習協力員としての工夫を
話していただきました。

「ボランティアは子どもから学ぶ姿勢が大切です」「ボランティアは子どもから学ぶ姿勢が大切です」
坪内　雅治　氏坪内　雅治　氏

（名古屋国際センター「NIC子ども日本語教室」　ボランティア）（名古屋国際センター「NIC子ども日本語教室」　ボランティア）
　坪内さんは、NIC子ども日本語教室や初期日本語集中教
室でボランティアとして活動するなかで、ボランティアと
して大切な３つのF（Frank、Friendly, Fresh）を学んだそ
うです。Frank（気軽に、率直に）は、あいさつや声かけなど
で、子どもたちに「自分が大切にされていること」を実感し
てもらうこと、Friendly（親しみ、親切さ）は、協力の手を差
し出すことで信頼をしてもらうこと、そしてFresh（新鮮

さ）は、相手の年齢・性別・国籍などにとらわれず、常に新し
い気持ちで学ぶ姿勢を持つということです。
　子どもを主体として対等な関係を築くことで子どもの意
欲は高まり、それがボランティアとしての充実感につなが
る、と感じています。

「子どもは大人を見ています」「子どもは大人を見ています」
貝谷　京子　氏貝谷　京子　氏

（NPOまなびや＠KYUBAN　ボランティアスタッフ）（NPOまなびや＠KYUBAN　ボランティアスタッフ）
　外国人が多く住む港区の九番団地にある「NPOまなびや
@KYUBAN」は、地域の子どもたちのための居場所です。週
に３日、学校から帰った子どもたちが集まり、宿題をしたり
遊んだりします。国籍や年齢にとらわれず、子どもたちがコ
ミュニティの中でつながりを持てる場所となっています。
　ボランティアとして行っているのは“見守る”というこ
と。年上の子が年下の子の面倒をみて、問題が起きても、基
本的には子どもたち自身で解決方法を考えます。しかし、そ
こに見守る大人がいるということが、子どもたちに安心感
を与えます。「子どもは、大人を見て成長する」ということを
意識し、彼らの成長に寄り添う存在でいるよう、心がけてい
るということでした。

「言葉の壁は自分から乗りこえることもできます」「言葉の壁は自分から乗りこえることもできます」
上松　美咲　氏上松　美咲　氏（一般社団法人One Life　保育士）（一般社団法人One Life　保育士）

　一般社団法人O
ワ ン

ne L
ラ イ フ

ife（本社：名古屋市）は、主に障がい
を持つ子どものためのデイサービスなどを行っています
が、ブラジルなどの外国人の子どもの参加が増えてきたの
で、昨年から岡崎市に新たにデイサービスを開所しました。
現在、三河地域を中心に約50人の外国人親子が通っていま
す。上松さんは日本人スタッフであることを活かし、なるべ
く日本語で話しかけたり、あいさつにはブラジル式の“ハ
グ”ではなく“ハイタッチ”をするなど、これから日本で生活
していく子どものために、日本人とのコミュニケーション
の方法を伝えるようにしています。
　その一方で、自らポルトガル語を学んであいさつをした
り、日本語であってもジェスチャーを交えて話しかけるな
ど、積極的に関わりをもつことで、子どもや保護者と信頼関
係を築いています。

　名古屋国際センターでは、同研修の【実践編】を10月から
実施します（全３回）。詳しくは本誌P１をご参照ください。

　フィリピン出身のAさんと中３の娘さん親子の進
路相談のケース。娘さんはフィリピンから来日して
２年、名古屋市内の中学校に通っています。日常会話
は話せるようになりましたが、まだ学習言語に課題
を持っており、それが成績にも影響しているとのこ
と。現在も隔週に1度、日本語通級指導教室に通って
います。この状況で中学卒業後にどのような進路が
選べるのか、学費の目安などを聞きたいというのが
主な相談でした。相談員から全日制以外にも定時制
や通信制など幅広い選択肢があることや、入試の方
法や難易度、私学の場合の学費補助などの情報も得
たAさんは「この内容をふまえて、娘と一緒に進路の
話し合いをしていきたい。」と話してくれました。

　ネパール出身のBさんと２人の息子さん親子の
ケース。２人の息子さんを今年の春にネパールから
日本へ呼び寄せたBさんですが、15歳のお兄さんは
過年齢で日本の中学校に編入することができません

でした。現在は高校進学を目指して、NIC子ども日本
語教室とボランティア教室で勉強をしています。一
方、13歳の弟さんは名古屋市内の中学校に編入する
ことができたのですが、日本語がほぼ分からないう
えに、初期日本語集中教室は定員いっぱいで待機に。
通っている中学校には日本語指導が必要な生徒が少
ないため、指導員等の配置もありません。学校生活に
馴染むのに苦労をしているようでした。このたび初
期日本語集中教室に通えることになったのですが、
設置校の宮前小学校（北区上飯田）は自宅から遠いた
め、本人は毎日通うことを不安に思っているそうで
す。Bさんは「大変なことは全部。ルールが違うから。
でもお父さんが一生懸命子どもに勉強させようとし
てくれる。」と話してくれました。

外国につながる子どもと保護者外国につながる子どもと保護者
～NIC海外児童生徒教育相談の現場から～～NIC海外児童生徒教育相談の現場から～教育相談

NIC

▲Aさん家族

▲Bさん家族の相談のようす

次回の特集テーマは「留学生の就職」を予定しています。次号予告

「子どもたちを支える人たちを知ろう」「子どもたちを支える人たちを知ろう」
～外国人児童生徒サポーター養成研修【入門編】から～～外国人児童生徒サポーター養成研修【入門編】から～

　名古屋国際センターでは、外国につながる子どもたちを学校や地域でサポートする人材を養成するため、平成18年度から「外国
人児童生徒サポーター養成研修」を実施しています。今年6月から7月にかけて行われた【入門編】では、子どもたちの置かれている
状況と課題を理解し、どのような場面で、どのような支援の仕方があるのかを知り、自分ができる関わり方を考えるための３回の
講座を行いました。
　６月25日（日）に行われた第2回「子どもたちを支える人たちを知ろう」では、学校や地域で外国につながる子どもを支援する５
人のパネリストが登場し、それぞれの活動内容や、子どもたちとの関わり方、活動から見えてくる課題などを話しました。

＊　　　　＊　　　　＊

　名古屋国際センターでは専門の相談員による『海外
児童生徒教育相談』を行っています。
　外国につながる子どもの家族がどのような悩みを
持っているのか、相談者の了承を得て、２組の相談を取
材させていただきました。

　学校や家庭からの支援はもちろんですが、地域からも、外国につながる子どもの教育へのサポートをすることがで
きます。特に、「居場所をつくる」という点では、地域には大きな役割が期待されます。国籍や母語に関わらず、日本で
暮らす全ての子どもが十分に学び育つ未来に、私たちは無関係ではないはずです。

　２組とも、子どもの教育や将来に対して保護者が積
極的に働きかけ、情報を集めている姿が印象的でした。
言葉や文化の違う国で勉強しなければならない子ども
にとって、保護者や周囲の人からの情報提供は大きな
支えとなります。学校だけでは得られない幅広い情報
を提供できる場所として、また、子どもや保護者が安心
して悩みや不安を話せる場所として、今後もNICはきめ
細やかな相談対応を行っていきます。
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名古屋市からのお知らせ

日本のリハビリ技術を世界中の人に伝
えたいと思い青年海外協力隊に参加しま
した。私の配属先はタイの古都チェンマ
イにある入所型の高齢者福祉施設。ここ
には財産や身寄りがないなど社会的な課
題を抱えた高齢者が多く生活していまし
た。私以外に理学療法士がいないため、
生活の質を向上するためのリハビリ器具
の導入、日本文化紹介を取り入れた「ス
キヤキ体操」※の普及、カルテ・評価票の
作成などを行いました。

健康増進活動で地域を巡回していた
時、脳出血のため麻痺を患った30代の
男性に出会いました。現地の医者も「彼

は一生寝たきりになるしかない」と見放
していましたが、諦めずリハビリを継続
することにより回復。日常生活も自立し、
今では一人で歩けるようになりました。
同僚たちも驚き、彼のおかげで理学療法
の重要性を伝えることができました。

言葉の壁や文化の違いから上手くいか
ないことも多くありましたが、タイの
人々の全てを受け入れる度量、陽気さ
や、日本人が忘れがちな「心地良さ」（タ
イ語で「サバーイ」）を大切にする風土
に支えられ活動を続けることができまし
た。タイでの経験を通して、私自身も失
敗を恐れずに「まずは挑戦してみよう！」

と思えるようになり、「あきらめずに挑
戦したからこそ得られるものがあると気
づきました。今でも定期的にタイに行き、
活動を続けています。理学療法を通して
国を越えたつながりを築き、皆が心地良
く生活でき
るような活
動を続けて
いきたいと
考えていま
す。

※スキヤキ体操：高齢者のQOL（生活の質）の維
持や向上のために考案された体操。

 ランス市とは
ランス市は、パリの東北東、TGV（フランスの高速

鉄道）で45分のところに位置し、人口約20万人のシャ
ンパーニュ地方最大級の都市です。シャンパンの一大醸
造地としても知られ、観光客も多く訪れています。歴代
の王が戴冠式・聖別式を行ったノートルダム大聖堂は、
世界遺産にも登録され、レオナール・フジタの築いた礼
拝堂も存在し、市の名所となっています。このように、
古くから現在まで
フランス史の主要
舞台であるランス
市 は「 聖 な る 都
市」「王の街」な
どとも呼ばれてい
ます。

 美術館交流とレオナール・フジタ
名古屋市美術館は、1910年頃から1930年頃にフランスのパ

リに集まった「エコール・ド・パリ」と呼ばれる外国人画家たち
の作品を収集しています。そして、ランス美術館には、「エコール・
ド・パリ」の代表的画家であるレオナール・フジタ（藤

ふじ

田
た

嗣
つぐ

治
はる

）
の作品が、遺族から寄贈され、多く所蔵されています。そこで両
美術館は、2013年10月30日、所蔵品の相互貸出し等を定めた
友好提携に関する覚書を締結しました。それに基づき、2016年
4月29日から7月3日まで、名古屋市美術館で、「生誕130年記念 
藤田嗣治展 東と西を結ぶ絵
画」が開かれました。また、
今 年 の10月7日 か ら12月3
日には、同じく名古屋市美術
館で「ランス美術館展」が開
催されます。皆様、ぜひご観
覧ください。

▲リハビリの様子（右から2人目が麻痺を
患っていた男性、3人目が保坂さん）

名古屋姉妹友好都市協会の公式ウェブサイト・フェイスブックページでは姉妹友好都市にちなんだイベント情報等を発信しています。
ぜひご覧ください。
　　名古屋姉妹友好都市協会ウェブサイト	 URL: http://nsca.gr.jp/
　　名古屋姉妹友好都市協会フェイスブックページ	 URL: https://www.facebook.com/nagoya.sistercities

　名古屋市は、フランスのランス市との交流を進めてお
り、今年10月には姉妹都市提携を予定しています。今回は、
ランス市についてご紹介します。

Reims, Musée des Beaux-Arts
©MBA Reims 2015/Christian Devleeschauwer.

編集後記
表紙の写真の「NIC 子ども日本語教室 七夕イベント」では、「百点をとれますように」「頭が良くなりますように」など、一生懸命日
本語で書いた短冊を楽しそうに笹に飾る子どもたちの笑顔に心が温まりました。日曜日の朝に走って教室に駆け込んでいく子どもた
ちの姿を見ると、学ぶことの楽しさを伝えることや、居場所をつくることの大切さを実感します。（加）

ノートルダム大聖堂

▲

「サバーイ！～失敗を恐れず、
まずは挑戦してみよう！」

保 坂 伸 一 さん
（青年海外協力隊・タイ・理学療法士・2013.7～2015.7）

微笑みの国・タイで理学療法士として活動した保坂さん
に、谷村国際協力推進員がインタビューしました。

JICA名古屋市デスク 谷村 祐樹　E-mail：jicadpd-desk-nagoyashi@jica.go.jp　TEL：052-581-5691（名古屋国際センター交流協力課内）

タイってどんな国？ 1.面積
　51万4,000平方キロメートル
　（日本の約1.4倍）
2.人口　6,593万人（2010年）（タイ国勢調査）
3.首都　バンコク
4.民族
　大多数がタイ族。その他　華人，マ
レー族等

5.言語　タイ語
6.宗教
　仏教　94％、イスラム教　5％
7.主要産業　農業、製造業

（出典：外務省HP　各国・地域情勢）

タイ

日本

©OT Reimsランス美術館

▲

外国人急増の波

名古屋市内には、日本国籍以外に141か国・地

域の出身者が住んでおり、人数は、7万2千人を超

えます（2016年末現在）。外国人住民数が7万人を

超えたのは初めてのことです。1年間で実に約5千

人増加しました。市内人口は2016年中に約2万1

千人増えましたが、増加の4分の1を外国人住民が

占めているのです。

この勢いは今年になっても衰えず、2017年5月

末現在で7万5千人を突破しています。1990年の

入管法改正以来の外国人急増の波が来ているといえ

ます。初めて名古屋で暮らし始める外国人住民が増

加している今、多文化共生の必要性が一段と高まっ

ています。

第2次名古屋市多文化共生推進プラン
がめざすこと

名古屋市は、2017年4月から「第2次名古屋市

多文化共生推進プラン」（以下「プラン」）をスター

トしています。プランでは①生活基盤づくり、②誰

もが参画する地域づくり、③多様性を活かす社会づ

くりを3つの基本施策として「すべての市民が安心・

安全に暮らし、多様性を活かして活躍することがで

きる多文化共生都市の実現」を目指して事業を展開

しています。

左記③多様性を活かす社会づくりは、①と②を支

える重要なものです。外国人を受け入れるホスト

社会が、対等な関係を築きながら多様性を受け入

れていく意識を持たなければ、①も②

も実現はできません。そこで、8月を

多文化共生推進月間とし、集中的にイ

ベントの実施や啓発ポス

ターの掲出等を行うこと

で、市民のみなさまに多

文化共生に対する理解を

深めていただくことに取

り組んでいます。

多文化共生推進月間

市内で多文化共生を進める活動をしている団体に

ご協力いただき、8月にたくさんのイベントを開催し

ます。名古屋市公式ウェブサイトでご紹介していま

すので、興味のあるイベントにぜひご参加ください。

また、名古屋市主催の講演会を開催します。テー

マは「外国人の子どもたち～社会から「見えない」

子どもたち」です。愛知淑徳大学の小島祥美先生を

お迎えし、外国ルーツの若者にも発表をしていただ

きます。親の文化的背景を受け継ぎながら、日本

で生活し、成長することの可能性と困難さを知り、

行政と地域ができることを考えます。

８月は名古屋市「多文化共生推進月間」です！

③ 多様性を活かす社会づくり③ 多様性を活かす社会づくり

多様性を活かして活躍することができる
多文化共生都市の実現

多様性を活かして活躍することができる
多文化共生都市の実現

① 生活基盤づくり① 生活基盤づくり ② 誰もが参画する
　　 地域づくり
② 誰もが参画する
　　 地域づくり

「① 生活基盤づくり」「② 誰もが参画する地域づくり」を
支えるため、すべての市民に対して多文化共生への理解を
深める取り組みを行っていきます。

◆日　時：2017年8月22日（火）
14：00～16：30 

◆会　場：名古屋国際センター
別棟ホール

◆参加費：無料
◆事前申込必要：
　名古屋市観光文化交流局国際交流課まで
　メール、電話またはFAXでお申し込みください。

a3061@kankobunkakoryu.city.nagoya.lg.jp
　☎ 052-972-3062　Fax 052-972-4200

「多文化共生推進月間講演会」

ランスパリ

フランス
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